
遺伝と病気

新川詔夫／吉浦孝一郎 長崎大学医学部原爆後障害医療研究施設分子医療部門出展責任者
所 属

私たちはときどき病気になります。小さい

子供や若い人達の病気の多くは風邪な

どの感染症ですが、ときに先天性の「遺

伝子病」のこともあります。中年の人た

ちやお年よりはがんや高血圧、糖尿病な

どの「生活習慣病（多因子病）」が多い

のです。遺伝子病は５千種以上とその種

類は多いのですが、それぞれの病気の患

者さんは少ないのに対して、多因子病は

種類は少ないけれども患者さんは非常に

多いのが特徴です。

遺伝子病は１つの遺伝子の変異が原因

です。言い換えますと、病気になるかどう

かは、遺伝子だけでほとんど決まっていま

す。しかし多因子病は複数の「遺伝子

（遺伝）」と、食生活、気候、運動、飲酒、

喫煙、ストレス、感染などの「生活習慣」

の両方が原因です。生活習慣病を早く

発見したり治療するための薬を開発する

ために、まず、それらの遺伝子を発見して、

なぜ病気が起るのかを明らかにする研究

が今盛んに進められています。2001年

（新しい世紀）から始まったこのような新

しいヒトゲノム研究を「ミレニアムプロジ

ェクト」と言います。
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感染症は微生物が私たちの体内に侵入

することによって引き起こされます。微生

物とは顕微鏡でないと見えないような小

さな生物の総称で、その代表が細菌と呼

ばれる単細胞生物です。私たちの周りに

は数多くの細菌が存在し、地球全体では

何万あるいは何百万種類ともいわれます

が、感染症をひき起こすのは一握りで、そ

ういった細菌を病原細菌と呼びます。一

握りといっても、人に病気を起こす病原

細菌は１００種類をゆうに越え、その各々

が特有の感染症を起こします。では、どう

して特定の細菌だけが病気を起こす能

力を持っているのでしょうか？実は、細菌

の病気を起こす能力やその病気のタイ

プは、各々の細菌がどのような病原遺伝

子（病気を起こすために必要な遺伝子）

を持っているかによって決まるのです。し

たがって、全ゲノムを解読すれば、その細

菌の全ての病原遺伝子を見つけだすこ

とができ、それらの機能を調べれば、病気

を起こすメカニズムを知ることができるは

ずです。このゲノム広場では、私たちが全

ゲノムを解読した３種類の病原細菌、病

原性大腸菌O157・ウエルシュ菌・腸炎

ビブリオをとりあげ、各菌の特徴や病気

を起こすメカニズムなどを紹介します。

ゲノムからみた病原細菌の姿
－細菌はなぜ病気を起こすのか－

林　哲也 宮崎医科大学出展責任者
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糖尿病は血液中の糖の値が高くなるこ

と(高血糖)を特徴とする病気です。糖尿

病は世界的にも頻度が高く、日本人全

体では約700万人、40歳以上の人では

10%がかかっていると推定されています。

さらに、糖尿病の前段階である予備軍の

人を合わせると1400万人が何らかの治

療が必要です。一方、糖尿病に気が付

かない、あるいは治療が不十分といった

ことにより、高血糖が5年ないし10年続く

と、細い血管やが徐々に冒されていきま

す。その結果、糖尿病特有の3つの合併

症、すなわち網膜症、腎症、神経障害が

起こります。糖尿病による網膜症により

失明する人は年間約4000名、腎症によ

り新たに透析導入される人は年間約

10000名にも及びます。また、高血糖に

より動脈硬化が進むため､脳梗塞や心

筋梗塞なども起こりやすくなります。この

ような恐ろしい合併症を防ぐには、糖尿

病の早期発見はもちろんですが、さらに

積極的に発症する可能性の高い人を見

つけ、予防することが重要と考えられます。

そこで、私達は糖尿病になりやすい遺伝

子を見つけ、糖尿病発症予防のための

検査法を確立する目的で研究を行って

います。

遺伝子検査による糖尿病発症予防法の確立

牧野英一／大澤春彦／大沼　裕 愛媛大学医学部臨床検査医学(糖尿病内科)出展責任者
所 属
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糖尿病や高血圧などのいわゆる「ありふ

れた病気」は遺伝要因と環境要因の相

互作用によって発病する多因子病であ

ると考えられています。多因子病に関与

する弱い効果をもつ複数の遺伝要因の

特定には、多数の患者さん（症例）と病

気にかかっていないひと（対照）において

遺伝子の配列の違い（多型）を比較し、

その差の程度から病気との因果関係を

検討すること（関連解析）が有効であると

期待されています。私たちの研究対象で

ある統合失調症（精神分裂病）は罹患

率が100人に1人と高い多因子病です。

脳内の主要な神経伝達物質であるグル

タミン酸の伝達異常が統合失調症の発

症に関与しているという仮説に基づき、グ

ルタミン酸受容体（グルタミン酸と特異的

に結合して神経細胞の機能を調節する

タンパク質）の遺伝子を発症に関わる遺

伝要因の候補として関連解析を行ってい

ます。多くの種類のグルタミン酸受容体

遺伝子がありますが、現在までに代謝型

グルタミン酸受容体3型遺伝子（GRM3）

が統合失調症発症に関わっているらしい

という結果が得られました。具体的には

遺伝子上の多型の頻度、多型間のつな

がりの度合いなどについて「症例-対照」

間で差があるかないかを検討しました。そ

の原理や得られたデータについてポスタ

ーでわかりやすく紹介したいと思います。

ありふれた病気の遺伝子を求めて
～精神疾患を例として

服巻保幸出展責任者
所 属
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（図1）病原性大腸菌0157誕生のメカニズム （図2）ウエルシュ菌の病原遺伝子

（図2）糖尿病の予防法の確立
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（図1）糖尿病の合併症


